
従
っ
た
相
続
が
な
さ
れ
ま
す
（
法
定

相
続
）。

２　

�

法
定
相
続
人
と
法
定�

相
続
分

⑴
　
法
定
相
続
人

　

被
相
続
人
の
配
偶
者
は
、
常
に
相

続
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
相
続

人
の
配
偶
者
の
ほ
か
、
①
子
、
②
直

系
尊
属
、
③
兄
弟
姉
妹
と
い
う
順
序

に
従
っ
て
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

⑵
　
法
定
相
続
分

　

民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
法
定
相

１　
遺
言
相
続
と
法
定
相
続

　

相
続
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ

り
開
始
し
ま
す
。
被
相
続
人
の
財
産

を
相
続
に
よ
っ
て
承
継
す
る
方
法
に

は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、
被
相
続
人
が
相
続
の
仕

方
に
つ
い
て
「
遺
言
」
で
意
思
を
示

し
て
い
る
場
合
で
す
。
こ
の
場
合
、

原
則
と
し
て
遺
言
に
従
っ
た
相
続
が

な
さ
れ
ま
す
（
遺
言
相
続
）。

　

第
二
は
、
遺
言
が
な
い
場
合
で

す
。
こ
の
場
合
、
民
法
の
ル
ー
ル
に

相
続
を
め
ぐ
る
近
時
の
動

向

　

高
齢
社
会
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、

Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
、

組
合
員
・
利
用
者
の
方
々
か
ら
相
続

に
関
す
る
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
ら
れ
る
場
面
も
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
最

近
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
改
正
項
目

が
盛
り
込
ま
れ
た
民
法
（
相
続
法
）

が
改
正
さ
れ
る
等
、
相
続
へ
の
関
心

も
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま

一

す
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
組
合
員
・

利
用
者
の
方
々
が
相
続
発
生
前
に
準

備
で
き
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い

く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
見

て
い
き
ま
す
。

相
続
に
関
す
る
基
礎
知
識

　

相
続
発
生
前
に
準
備
で
き
る
こ
と

を
整
理
す
る
前
提
と
し
て
、
相
続
に

関
す
る
基
礎
知
識
を
概
観
し
ま
す
。

二

特 集

河野・川村・曽我法律事務所
弁護士　古澤 陽介

2002 年東京大学法学部卒業。
2003 年弁護士登録（56 期・
東京弁護士会）、2009 年から
筑波大学法科大学院非常勤講
師（現在は倒産法を担当。）

押
さ
え
て
お
き
た
い
相
続
関
連
手
続

①
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
よ
う

　
　
　
相
続
発
生
前
に
で
き
る
こ
と
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人
は
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
図
表
２
）。

・
被
相
続
人
に
子
が
い
る
場
合
、
被

相
続
人
の
配
偶
者
と
そ
の
子
全

員
（
子
が
被
相
続
人
の
死
亡
以

前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、

死
亡
し
て
い
る
子
の
直
系
卑
属

（
代
襲
相
続
人
）
を
含
む
）

・
子
（
代
襲
相
続
人
も
含
む
）
が
い

な
い
場
合
、
被
相
続
人
の
配
偶

者
と
被
相
続
人
の
直
系
尊
属

・
子
も
直
系
尊
属
も
い
な
い
場
合
、

被
相
続
人
の
配
偶
者
と
被
相
続

合
も
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
し

ま
す
。遺

産
承
継
手
続
の
プ
ロ
セ

ス
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１ 

　
相
続
人
調
査

　

被
相
続
人
の
相
続
財
産
を
承
継
す

る
の
は
原
則
と
し
て
相
続
人
と
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
被
相
続
人
の
相
続

人
は
誰
な
の
か
を
ま
ず
確
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
民
法
で
は
、
相
続

二

は
じ
め
に

　

被
相
続
人
の
死
亡
後
、
相
続
人
は

死
亡
届
の
提
出
、
葬
儀
等
の
法
要
や

社
会
保
険
の
脱
退
手
続
を
済
ま
せ
、

そ
の
後
、
被
相
続
人
が
遺
し
た
相
続

財
産
（
遺
産
）
の
承
継
手
続
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
被
相
続
人
の
遺

産
承
継
は
概
ね
図
表
１
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
相
続
人
と
な
っ
た
組

合
員
・
利
用
者
が
行
う
こ
と
に
な
る

一

各
種
手
続
の
内
容
に
つ
い
て
こ
の
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
ご
と
に
解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
遺
産
承
継

の
手
続
き
は
各
相
続
人
が
円
満
に
協

力
し
て
こ
れ
を
行
う
と
い
う
も
っ
と

も
基
本
的
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
遺
言
執
行
者
が
遺
言
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
相

続
人
間
で
紛
争
状
態
に
陥
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
、
相
続
放
棄
や
限
定
承
認
等

の
家
庭
裁
判
所
に
対
す
る
相
続
手
続

を
執
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は

す
で
に
専
門
家
が
関
与
し
て
い
る
場
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お
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相
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②
遺
産
承
継
手
続
の
ポ
イ
ン
ト
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分
ず
つ
振
り
込
み
た
い
ん
だ
。
娘
の

と
こ
ろ
に
も
も
う
す
ぐ
孫
が
生
ま
れ

る
し
、
子
ど
も
た
ち
も
大
変
か
な
と

思
っ
て
ね
」

（
Ｊ
Ａ
職
員
）「
そ
う
な
ん
で
す

ね
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
Ａ
様
の
定
期
貯
金
は
五
〇
〇
万

円
で
す
の
で
、
お
子
様
お
二
人
に
二

五
〇
万
円
ず
つ
の
お
振
込
み
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
場
合
、
お
子
様
た
ち
が

贈
与
税
を
申
告
・
納
税
す
る
必
要
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
い

で
す
か
？
」

【
ト
ー
ク
例
】

（
Ａ
様
）「
自
分
の
定
期
貯
金
を

解
約
し
て
、
長
男
と
長
女
に
半

は
じ
め
に

　

昨
今
、
相
続
に
関
す
る
話
題
は
注

目
を
集
め
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
お

い
て
は
、
組
合
員
・
利
用
者
の
要
望

に
沿
え
る
よ
う
、
相
続
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
相
続
対
策
を
活
用
し

た
提
案
に
つ
い
て
、
事
例
を
と
お
し

て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

一

事
例　
Ａ
様
の
場
合

概
要

・‌�

Ａ
さ
ん
（
七
〇
代
男
性
）
が
定

期
貯
金
解
約
の
た
め
来
店

・‌�

ご
家
族
は
妻
、
長
男
、
長
女
の

四
名

・‌�

お
子
様
は
二
人
と
も
独
立
し
て

い
て
、
息
子
夫
婦
に
は
昨
年
子

ど
も
が
生
ま
れ
た

・
娘
も
近
々
出
産
予
定

二
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押
さ
え
て
お
き
た
い
相
続
関
連
手
続

③
事
例
で
わ
か
る

　
　
　
相
続
対
策
を
活
用
し
た
提
案

Ａ様 妻

孫 （孫）

長男 長女
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